
(57)【要約】
【課題】木本来の光沢や色を変化させずに、自然循環性および環境適合性に優れた、木材
加工品用の美粧および表面保護を目的としたコーティング組成物の提供。
【解決手段】本発明のキトサンの酸性水溶液を含有する木材加工品用コーティング組成物
を、建物の外装および内装用資材を包含する住建築用資材、机などの家具類、木のおもち
ゃ、楽器、およびこれらの構成部品などの木材加工品の表面に適用することで、上記課題
を克服し得るコーティングが得られる。本発明はまた、このコーティングを表面に有する
、自然循環性および環境適合性に優れた木材加工品も提供する。
【選択図】　　　　なし
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
キ ト サ ン の 酸 性 水 溶 液 を 含 有 す る 木 材 加 工 品 用 コ ー テ ィ ン グ 組 成 物 。
【 請 求 項 ２ 】
請 求 項 １ 記 載 の 木 材 加 工 品 用 コ ー テ ィ ン グ 組 成 物 か ら 形 成 さ れ る コ ー テ ィ ン グ 。
【 請 求 項 ３ 】
請 求 項 １ 記 載 の 木 材 加 工 品 用 コ ー テ ィ ン グ 組 成 物 を 木 材 に 塗 布 し た 後 、 加 熱 す る こ と に よ
り 形 成 さ れ る コ ー テ ィ ン グ 。
【 請 求 項 ４ 】
請 求 項 ２ ま た は ３ 記 載 の コ ー テ ィ ン グ を 木 材 表 面 に 有 す る 木 材 加 工 品 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 木 材 加 工 品 の 表 面 に 自 然 循 環 性 に 優 れ た コ ー テ ィ ン グ を 形 成 し 得 る コ ー テ ィ ン
グ 組 成 物 、 こ の コ ー テ ィ ン グ 組 成 物 か ら 形 成 さ れ る コ ー テ ィ ン グ 、 こ の コ ー テ ィ ン グ を 表
面 に 有 す る 木 材 加 工 品 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
現 在 、 国 内 の 人 工 林 に お い て 、 健 全 な 森 林 を 取 り 戻 す た め に 緊 急 的 な 間 伐 が 計 画 さ れ て お
り 、 こ れ に よ っ て 大 量 の 間 伐 材 が 産 出 さ れ る こ と が 予 想 さ れ て い る 。 そ の た め 産 出 さ れ る
間 伐 材 を 有 効 に 処 理 す る た め の 様 々 な 用 途 が 提 案 さ れ て い る 。 こ の 用 途 の 一 つ に 、 合 板 や
集 成 材 を 含 む 木 材 加 工 品 へ の 利 用 が 挙 げ ら れ る 。 特 に 、 合 板 や 集 成 材 は 、 天 然 の 一 枚 板 よ
り も 精 密 な 加 工 が で き 、 か つ 加 工 後 の そ り や ひ び 割 れ 等 の 変 形 が 少 な く 高 強 度 が 達 成 で き
る と い う 利 点 を 有 す る こ と か ら 、 家 具 や 建 築 内 装 材 を 含 む 広 範 な 分 野 に 展 開 さ れ て お り 、
こ れ に よ り 、 間 伐 材 を 有 効 に 処 理 で き る も の と 考 え ら れ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
合 板 や 集 成 材 の 表 面 に は 、 普 通 、 付 加 価 値 を 高 め た り 、 腐 食 を 防 止 す る た め に 、 製 造 段 階
で コ ー テ ィ ン グ 剤 が 適 用 さ れ る 。 コ ー テ ィ ン グ 剤 と し て は 、 う る し 、 柿 し ぶ 、 に か わ 等 の
天 然 物 系 の コ ー テ ィ ン グ 剤 や 、 ニ ス や メ ラ ミ ン ・ 尿 素 樹 脂 等 の 合 成 系 コ ー テ ィ ン グ 剤 が 使
用 さ れ て い る 。 し か し 、 従 来 か ら 使 用 さ れ て い る 天 然 物 系 の コ ー テ ィ ン グ 剤 は 、 優 れ た 自
然 循 環 性 お よ び 環 境 適 合 性 を 有 す る 半 面 、 高 価 で あ り 、 し か も コ ー テ ィ ン グ で 被 覆 さ れ た
部 分 と 非 被 覆 部 と の 間 に 色 の 違 い が 生 じ る こ と に よ っ て 、 木 の 持 つ 風 合 い が 損 ね ら れ る 等
の 欠 点 を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
他 方 、 合 成 系 の コ ー テ ィ ン グ 剤 は 、 安 価 に 入 手 で き る が 、 こ れ で 被 覆 さ れ た 製 品 は 、 自 然
循 環 性 お よ び 環 境 適 合 性 が 低 く 、 再 使 用 お よ び 廃 棄 が 困 難 で あ る 。 更 に 、 近 年 、 合 成 系 コ
ー テ ィ ン グ 剤 を 使 用 し た 合 板 や 集 成 材 か ら 人 体 に 有 害 な 揮 発 性 物 質 が 発 生 し 、 そ れ に よ り
シ ッ ク ハ ウ ス 症 候 群 や ア レ ル ギ ー 症 状 が 引 き 起 こ さ れ る こ と も 報 告 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
し た が っ て 、 間 伐 材 を 有 効 に 利 用 す る た め に も 、 従 来 の コ ー テ ィ ン グ 剤 に 関 す る 上 記 問 題
点 を 有 し な い 、 被 覆 性 、 美 粧 性 、 自 然 循 環 性 お よ び 環 境 適 合 性 に 優 れ た 木 材 加 工 品 用 コ ー
テ ィ ン グ 組 成 物 の 開 発 が 待 た れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
従 っ て 、 本 発 明 の 目 的 は 、 上 記 課 題 が 克 服 さ れ た 木 材 加 工 品 用 の コ ー テ ィ ン グ 組 成 物 、 こ
の コ ー テ ィ ン グ 組 成 物 か ら 形 成 さ れ る コ ー テ ィ ン グ 、 そ し て こ の コ ー テ ィ ン グ を 表 面 に 有
す る 木 材 加 工 品 を 提 供 す る こ と で あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
キ チ ン お よ び キ ト サ ン は 、 カ ニ や エ ビ の 甲 殻 、 昆 虫 の 外 皮 、 イ カ や 貝 な ど の 軟 体 動 物 の 器
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官 、 更 に は 菌 類 の 細 胞 壁 や 糸 状 菌 の 菌 体 等 に 含 ま れ て い る 多 糖 類 で あ る 。 キ チ ン お よ び キ
ト サ ン は 、 い ず れ も 下 式 の 繰 り 返 し 単 位 を 有 す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
一 般 に 、 下 式 中 の Ｎ － ア セ チ ル ア ミ ノ 基 の 脱 ア セ チ ル 化 度 が ２ ０ ％ 以 下 の も の （ す な わ ち
、 ｙ ／ （ ｘ ＋ ｙ ） 比 が ０ ． ２ 以 下 の も の ） は 、 キ チ ン と 、 そ し て こ の キ チ ン を 加 水 分 解 処
理 し て 脱 ア セ チ ル 化 度 ６ ０ ％ 以 上 （ ｙ ／ （ ｘ ＋ ｙ ） 比 ０ ． ６ 以 上 ） と し た も の は 、 キ ト サ
ン と 呼 ば れ て い る 。 一 方 の キ チ ン は 、 特 殊 な 有 機 溶 媒 や 強 ア ル カ リ 溶 液 に し か 溶 解 し な い
が 、 他 方 、 キ ト サ ン は 、 親 水 性 を 示 す こ と が 知 ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 化 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ １ ０ 】
上 記 式 か ら 分 か る よ う に 、 キ チ ン お よ び キ ト サ ン の 分 子 構 造 は 、 木 材 や 紙 な ど に 含 ま れ る
セ ル ロ ー ス と よ く 似 て い る 。 そ こ で 、 本 発 明 者 ら は 、 キ ト サ ン が セ ル ロ ー ス と 良 好 な 親 和
性 を 示 す と 考 え 、 天 然 起 源 物 質 で あ る キ ト サ ン の 酸 性 水 溶 液 を 木 材 加 工 品 の 表 面 に 適 用 し
た と こ ろ 、 木 材 加 工 品 の 表 面 を 、 「 木 」 本 来 の 風 合 い を 損 な う こ と な く 十 分 に 被 覆 し 、 し
か も 適 用 部 と 非 適 用 部 と の 間 に 色 あ い の 違 い が 生 じ な い 、 優 れ た 表 面 コ ー テ ィ ン グ を 形 成
す る こ と を 見 出 し 、 本 発 明 を 完 成 す る に 至 っ た 。
【 ０ ０ １ １ 】
す な わ ち 、 本 発 明 は 、 キ ト サ ン の 酸 性 水 溶 液 を 含 有 す る 木 材 加 工 品 用 コ ー テ ィ ン グ 組 成 物
を 提 供 す る 。
本 発 明 は 、 前 記 木 材 加 工 品 用 コ ー テ ィ ン グ 組 成 物 か ら 形 成 さ れ る コ ー テ ィ ン グ 、 そ し て こ
の コ ー テ ィ ン グ を 表 面 に 有 す る 木 材 加 工 品 も 更 に 提 供 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
コ ー テ ィ ン グ 組 成 物
本 発 明 の 第 １ 態 様 は 、 キ ト サ ン の 酸 性 水 溶 液 を 含 有 す る 木 材 加 工 品 用 コ ー テ ィ ン グ 組 成 物
で あ る 。
本 発 明 で 好 適 に 使 用 さ れ る キ ト サ ン は 、 弱 酸 を 含 む 水 溶 液 に 十 分 溶 解 す る も の で あ っ て 、
特 に 、 前 記 式 中 の Ｎ － ア セ チ ル ア ミ ノ 基 の 脱 ア セ チ ル 化 度 が ５ ０ ％ 以 上 （ 前 記 式 中 、 ｙ ／
（ ｘ ＋ ｙ ） 比 が ０ ． ５ 以 上 ） の も の を 包 含 す る 。 本 発 明 で は 、 最 も 好 ま し く は 、 前 記 式 中
の Ｎ － ア セ チ ル ア ミ ノ 基 の 脱 ア セ チ ル 化 度 が ７ ０ ～ ９ ２ ％ の キ ト サ ン を 使 用 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
前 記 特 徴 を 有 す る キ ト サ ン は 、 キ チ ン 、 キ ト サ ン ハ ン ド ブ ッ ク （ キ チ ン 、 キ ト サ ン 研 究 会
　 編 、 技 報 堂 出 版 、 １ ９ ９ ５ 年 ） に 開 示 し て い る よ う に 、 キ チ ン （ 例 え ば 、 甲 陽 ケ ミ カ ル
株 式 会 社 製 、 商 品 名 Ｓ Ｅ Ｃ ） を 、 水 酸 化 ナ ト リ ウ ム （ ４ ０ ％ ） な ど の ア ル カ リ 溶 液 を 用 い
、 １ ０ ０ ～ １ ３ ０ ℃ で ２ ～ ８ 時 間 の 条 件 下 で 加 水 分 解 す る こ と に よ っ て 調 製 す る こ と が で
き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
あ る い は 、 前 記 特 徴 を 有 す る も の で あ れ ば 、 工 業 的 に 市 販 さ れ て い る キ ト サ ン を そ の ま ま
利 用 し て も よ い （ 例 え ば 、 甲 陽 ケ ミ カ ル 株 式 会 社 製 、 商 品 名 Ｓ Ｋ － １ ０ 、 Ｓ Ｋ － ５ ０ な ど
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） 。
【 ０ ０ １ ５ 】
こ う し て 得 ら れ る キ ト サ ン を 酸 性 水 溶 液 に 溶 解 す る こ と で 、 本 発 明 の コ ー テ ィ ン グ 組 成 物
が 調 製 さ れ る 。
キ ト サ ン を 溶 解 さ せ る た め の 酸 性 水 溶 液 は 、 弱 酸 を 含 む 水 溶 液 で あ る 。 弱 酸 は 、 リ ン 酸 、
ホ ウ 酸 等 の 無 機 酸 、 お よ び 分 子 中 の 炭 素 原 子 数 が １ ～ ７ の 有 機 モ ノ － 、 ジ － お よ び ト リ －
カ ル ボ ン 酸 を 包 含 す る 。 有 機 モ ノ － 、 ジ － お よ び ト リ － カ ル ボ ン 酸 の 例 と し て は 、 蟻 酸 、
酢 酸 、 プ ロ ピ オ ン 酸 、 グ リ コ ー ル 酸 、 乳 酸 、 ク エ ン 酸 、 マ ロ ン 酸 、 蓚 酸 、 コ ハ ク 酸 、 グ ル
タ ル 酸 、 ア ジ ピ ン 酸 、 安 息 香 酸 、 リ ン ゴ 酸 、 ア ク リ ル 酸 、 メ タ ク リ ル 酸 、 ク ロ ト ン 酸 、 グ
ル コ ン 酸 、 マ レ イ ン 酸 、 フ マ ル 酸 、 フ タ ル 酸 、 テ レ フ タ ル 酸 、 ト リ メ リ ッ ト 酸 、 ピ ロ メ リ
ッ ト 酸 等 が 挙 げ ら れ る 。 メ タ ン ス ル ホ ン 酸 や パ ラ ト ル エ ン ス ル ホ ン 酸 な ど の 有 機 ス ル ホ ン
酸 も 前 記 弱 酸 と し て 使 用 し て よ い 。 ま た 、 こ れ ら の 酸 を 複 数 混 合 し て 使 用 し て よ い 。
【 ０ ０ １ ６ 】
酸 性 水 溶 液 の 濃 度 は 、 １ ～ ２ ０ ％ 、 特 に ５ ～ １ ０ ％ の 範 囲 が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
最 も 好 ま し く は 、 酸 性 水 溶 液 と し て 、 溶 解 さ れ る キ ト サ ン と 等 重 量 の 酢 酸 を 含 む 、 ３ ～ １
０ ％ の 酢 酸 水 溶 液 を 使 用 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
前 記 キ ト サ ン は 、 本 発 明 の コ ー テ ィ ン グ 組 成 物 の 全 重 量 に 対 し て 、 ０ ． ５ ～ １ ５ 重 量 ％ 、
特 に 好 ま し く は ２ ～ １ ０ 重 量 ％ の 範 囲 で 含 有 さ せ る こ と で 、 良 好 な 成 膜 性 お よ び 木 材 に 対
し 良 好 な 被 膜 を 付 与 で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
更 に 、 本 発 明 の コ ー テ ィ ン グ 組 成 物 は 、 必 要 に 応 じ て 、 当 該 分 野 で 通 常 含 有 さ れ る 各 種 添
加 物 を 含 有 し て い て よ い 。 添 加 物 と し て は 、 メ タ ノ ー ル 、 エ タ ノ ー ル 、 尿 素 、 シ リ カ － ア
ル ミ ナ 、 炭 酸 カ ル シ ウ ム お よ び タ ル ク な ど が 挙 げ ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
前 記 添 加 物 の 合 計 重 量 は 、 コ ー テ ィ ン グ 組 成 物 の 全 重 量 に 対 し て １ ～ ４ ０ 重 量 ％ の 範 囲 で
あ っ て よ い 。 好 ま し く は １ ０ ～ ２ ０ 重 量 ％ で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
添 加 物 は 、 種 類 や 機 能 に 依 存 し て 、 キ ト サ ン を 前 記 酸 性 水 溶 液 に 溶 解 す る の と 同 時 に ま た
は キ ト サ ン の 溶 解 後 に 添 加 さ れ て よ い 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
本 発 明 の コ ー テ ィ ン グ 組 成 物 は 、 溶 解 状 態 で 調 製 さ れ る こ と か ら 、 被 塗 物 へ の 均 一 な 適 用
が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
本 発 明 の コ ー テ ィ ン グ 組 成 物 は 、 溶 液 か ら ゾ ル ま で の 広 範 な 状 態 で 調 製 さ れ 得 る 。 た だ し
、 使 用 時 、 す な わ ち 被 塗 物 に 適 用 す る 際 に は 、 溶 液 粘 度 は 、 ５ ０ ～ ５ ０ ０ ０ ｍ Ｐ ａ ・ ｓ 、
特 に １ ０ ０ ～ ３ ０ ０ ｍ Ｐ ａ ・ ｓ （ ｍ Ｐ ａ ・ ｓ ｅ ｃ ； Ｂ Ｍ 粘 度 計 に よ り ２ ０ ℃ で 測 定 ） に 調
整 す る こ と が 好 ま し い 。 こ れ に よ り 、 被 塗 物 に 適 用 し た 際 に 、 だ ま や 流 れ が 生 じ ず 、 均 一
な コ ー テ ィ ン グ の 形 成 が 達 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
コ ー テ ィ ン グ
本 発 明 の 第 ２ 態 様 は 、 前 記 コ ー テ ィ ン グ 組 成 物 か ら 形 成 さ れ る コ ー テ ィ ン グ で あ る 。
本 発 明 の コ ー テ ィ ン グ は 、 前 記 コ ー テ ィ ン グ 組 成 物 を 常 套 の 方 法 、 例 え ば 、 刷 毛 塗 り 、 ス
プ レ ー 塗 布 、 ロ ー ラ ー 塗 布 、 し ご き 塗 布 な ど の 方 法 で 木 材 加 工 品 の 表 面 に 適 用 し た 後 、 室
温 で 少 な く と も 一 晩 放 置 す る こ と に よ り 、 ま た ５ ０ ～ １ ５ ０ ℃ で ３ ～ ５ 時 間 熱 風 乾 燥 さ せ
る こ と に よ っ て 達 成 さ れ る 。 作 業 条 件 に 応 じ て 室 温 か ら １ ５ ０ ℃ ま で の 温 度 条 件 で 乾 燥 さ
せ る こ と が で き 、 乾 燥 時 間 も 、 そ の 温 度 や 風 の 当 て 方 に 依 存 し て 変 え ら れ る 。 ま た 、 乾 燥
温 度 は １ ２ ０ ℃ 以 下 に す れ ば 塗 膜 の 変 色 を 避 け る こ と が で き る 。
適 用 方 法 や 乾 燥 条 件 は 、 適 用 対 象 で あ る 木 材 加 工 品 に 依 存 し て 適 宜 変 化 し て よ い 。
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【 ０ ０ ２ ５ 】
本 発 明 の コ ー テ ィ ン グ は 、 美 粧 目 的 お よ び 表 面 保 護 の た め に 適 用 さ れ 、 被 覆 さ れ た 木 材 加
工 品 に 高 い 付 加 価 値 を 付 与 し 得 る 。 す な わ ち 、 こ の コ ー テ ィ ン グ は 、 自 然 循 環 性 お よ び 環
境 適 合 性 が 高 く 、 し か も 変 色 せ ず に 、 被 覆 さ れ た 木 材 加 工 品 の 表 面 の 木 の 風 合 い を 保 持 し
得 る 。
本 発 明 の コ ー テ ィ ン グ は 、 天 然 起 源 物 質 を 主 成 分 と す る た め 、 使 用 中 に 人 体 に 有 害 な ア レ
ル ギ ー 誘 引 物 質 を 放 出 し 難 い 。 特 に キ ト サ ン を 溶 解 さ せ る た め の 酸 を 天 然 由 来 物 質 （ 酢 酸
、 コ ハ ク 酸 等 ） に 求 め る こ と に よ り 、 こ の 性 質 を 維 持 で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
更 に 、 本 発 明 の コ ー テ ィ ン グ は 、 含 有 さ れ る キ ト サ ン に 起 因 す る 優 れ た 抗 菌 性 お よ び 環 境
浄 化 作 用 を 発 揮 し 得 る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
木 材 加 工 品
本 発 明 は 、 第 ３ 態 様 と し て 、 本 発 明 の 前 記 コ ー テ ィ ン グ を 表 面 に 有 す る 木 材 加 工 品 も 提 供
す る 。 前 記 コ ー テ ィ ン グ の 適 用 対 象 で あ る 木 材 加 工 品 と し て は 、 木 そ の も の を 原 料 と す る
加 工 お よ び 成 形 品 、 合 板 お よ び 集 成 材 お よ び そ れ ら の 加 工 お よ び 成 形 品 、 お よ び そ れ ら の
組 み 合 わ せ か ら 選 択 さ れ る も の で あ っ て よ く 、 例 え ば 、 建 物 の 外 装 お よ び 内 装 用 資 材 を 包
含 す る 住 建 築 用 資 材 、 机 な ど の 家 具 類 、 木 の お も ち ゃ 、 楽 器 、 お よ び こ れ ら の 構 成 部 品 な
ど を 包 含 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
本 発 明 の 木 材 加 工 品 は 、 表 面 に 抗 菌 性 お よ び 環 境 浄 化 作 用 を 有 す る コ ー テ ィ ン グ を 有 す る
こ と か ら 、 衛 生 を 重 視 す る 用 途 、 例 え ば 、 新 生 児 ま た は 幼 児 の た め の お も ち ゃ や 学 校 で 使
用 さ れ る 家 具 や 用 具 、 さ ら に は 医 療 用 設 備 ・ 建 物 の 資 材 と し て も 有 用 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
【 実 施 例 】
以 下 の 実 施 例 に よ り 、 本 発 明 を よ り 詳 細 に 説 明 す る が 、 本 発 明 は こ れ ら 実 施 例 に 限 定 さ れ
る も の で は な い 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
実 施 例 １
甲 陽 ケ ミ カ ル 製 キ ト サ ン Ｓ Ｋ － １ ０ を 機 械 的 に 微 粉 砕 し て 得 ら れ る キ ト サ ン 微 粒 子 （ 寸 法
８ ０ メ ッ シ ュ 以 上 、 脱 ア セ チ ル 化 度 ７ １ ％ ） を 、 酢 酸 水 溶 液 に 溶 解 す る こ と に よ り 、 本 発
明 の コ ー テ ィ ン グ 組 成 物 Ａ を 調 製 し た 。 こ の コ ー テ ィ ン グ 組 成 物 中 の キ ト サ ン 含 有 濃 度 は
、 該 組 成 物 の 全 重 量 に 対 し ５ ． ０ 重 量 ％ で あ っ た 。
【 ０ ０ ３ １ 】
得 ら れ た コ ー テ ィ ン グ 組 成 物 Ａ を 木 材 片 （ 杉 と 桧 の ２ 種 ） 上 に 刷 毛 塗 り し た 後 、 風 乾 ２ 時
間 後 一 晩 放 置 し た 。 塗 装 木 材 は 十 分 な 光 沢 を 保 持 し 、 木 材 本 来 の 色 を 保 持 す る と 同 時 に 、
十 分 な 被 膜 形 成 性 能 を 示 し た 。
塗 装 面 を サ ン ド ペ ー パ ー で 磨 き を か け た 。 そ の 結 果 、 表 面 は 滑 ら か な 感 触 を 呈 し 、 光 沢 が
増 大 し た 。 そ の 表 面 摩 擦 を 測 定 し た と こ ろ 、 コ ー テ ィ ン グ を 施 し て い な い 木 材 表 面 や サ ン
ド ペ ー パ ー 仕 上 げ を し て い な い 塗 面 に 比 較 し て 摩 擦 抵 抗 が 低 い こ と が 認 め ら れ た 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
ま た 、 コ ー テ ィ ン グ 組 成 物 Ａ を 木 材 片 （ 杉 と 桧 の ２ 種 ） 上 に 刷 毛 塗 り し た 後 、 風 乾 １ 時 間
後 １ ４ ０ ℃ で １ 時 間 加 熱 し た 。 塗 装 木 材 は 十 分 な 光 沢 を 保 持 し 、 木 材 本 来 の 色 を 保 持 す る
と 同 時 に 、 十 分 な 被 膜 形 成 性 能 を 示 し た 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
上 記 コ ー テ ィ ン グ 組 成 物 Ａ を Ｏ Ｈ Ｐ 用 の フ ィ ル ム 上 に 塗 布 し た 後 、 １ 時 間 風 乾 し 、 そ の 後
１ 昼 夜 乾 燥 し た 。 こ の フ ィ ル ム を 用 い て 、 赤 外 吸 収 ス ペ ク ト ル を 測 定 し た 。 ま た 、 上 記 コ
ー テ ィ ン グ 組 成 物 Ａ を 同 様 に Ｏ Ｈ Ｐ 用 の フ ィ ル ム 上 に 塗 布 し た 後 、 １ 時 間 風 乾 し 、 そ の 後
１ ４ ０ ℃ で １ 時 間 加 熱 乾 燥 し た 。 同 様 に 赤 外 吸 収 ス ペ ク ト ル を 取 っ た 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
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本 発 明 の コ ー テ ィ ン グ 組 成 物 Ａ を 塗 布 後 加 熱 乾 燥 し た 塗 膜 の 赤 外 吸 収 ス ペ ク ト ル に は 、 ア
ミ ド の 吸 収 が み ら れ た が 、 非 加 熱 塗 膜 で は ア ミ ド の 吸 収 が み ら れ な か っ た 。 本 発 明 の コ ー
テ ィ ン グ 組 成 物 で は 、 加 熱 に よ り カ ル ボ キ シ ル 基 と ア ミ ン 基 の 間 に 反 応 が お こ り 、 ア ミ ド
化 （ キ チ ン 化 ） し て い る も の と 考 え ら れ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
実 施 例 ２
甲 陽 ケ ミ カ ル 製 キ ト サ ン Ｓ Ｋ － １ ０ を 機 械 的 に 微 粉 砕 し て 得 ら れ る キ ト サ ン 微 粒 子 （ 寸 法
８ ０ メ ッ シ ュ 以 上 、 脱 ア セ チ ル 化 度 ７ １ ％ ） を 、 コ ハ ク 酸 水 溶 液 に 溶 解 す る こ と に よ り 、
本 発 明 の コ ー テ ィ ン グ 組 成 物 Ｂ を 調 製 し た 。 こ の コ ー テ ィ ン グ 組 成 物 中 の キ ト サ ン 含 有 濃
度 は 、 該 組 成 物 の 全 重 量 に 対 し ５ ． ０ 重 量 ％ で あ っ た 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
得 ら れ た コ ー テ ィ ン グ 組 成 物 Ｂ を 木 材 片 （ 杉 と 桧 の ２ 種 ） 上 に 刷 毛 塗 り し た 後 、 風 乾 １ 時
間 後 １ ４ ０ ℃ で １ 時 間 加 熱 し た 。 塗 装 木 材 は 十 分 な 光 沢 を 保 持 し 、 木 材 本 来 の 色 を 保 持 す
る と 同 時 に 、 十 分 な 被 膜 形 成 性 能 を 示 し た 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
上 記 Ｓ Ｋ － １ ０ の 酢 酸 水 溶 液 を 同 じ キ ト サ ン 濃 度 に 作 成 し 、 Ｏ Ｈ Ｐ 用 の フ ィ ル ム 上 に 塗 布
し た 後 、 ２ 時 間 風 乾 し 、 そ の 後 １ 昼 夜 乾 燥 し た 。 こ の フ ィ ル ム を 用 い て 、 赤 外 吸 収 ス ペ ク
ト ル を 測 定 し た 。 ま た 、 上 記 コ ー テ ィ ン グ 組 成 物 Ａ を 同 様 に Ｏ Ｈ Ｐ 用 の フ ィ ル ム 上 に 塗 布
し た 後 、 １ 時 間 風 乾 し 、 そ の 後 １ ４ ０ ℃ で １ 時 間 加 熱 乾 燥 し た 。 同 様 に 赤 外 吸 収 ス ペ ク ト
ル を 測 定 し た 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
本 発 明 の コ ー テ ィ ン グ 組 成 物 Ｂ の 赤 外 吸 収 ス ペ ク ト ル に は 、 ア ミ ド の 吸 収 が み ら れ た が 、
Ｓ Ｋ － １ ０ の 酢 酸 水 溶 液 の 被 膜 で は ア ミ ド の 吸 収 が み ら れ な か っ た 。 本 発 明 の コ ー テ ィ ン
グ 組 成 物 で は 、 加 熱 に よ り カ ル ボ キ シ ル 基 と ア ミ ン 基 の 間 に 反 応 が お こ り 、 架 橋 し て い る
も の と 考 え ら れ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
実 施 例 ３
甲 陽 ケ ミ カ ル 製 キ ト サ ン Ｓ Ｋ － １ ０ を 機 械 的 に 微 粉 砕 し て 得 ら れ る キ ト サ ン 微 粒 子 （ 寸 法
８ ０ メ ッ シ ュ 以 上 、 脱 ア セ チ ル 化 度 ７ １ ％ ） を 、 メ タ ク リ ル 酸 水 溶 液 に 溶 解 す る こ と に よ
り 、 本 発 明 の コ ー テ ィ ン グ 組 成 物 Ｃ を 調 製 し た 。 こ の コ ー テ ィ ン グ 組 成 物 中 の キ ト サ ン 含
有 濃 度 は 、 該 組 成 物 の 全 重 量 に 対 し ５ 重 量 ％ で あ っ た 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
得 ら れ た コ ー テ ィ ン グ 組 成 物 Ｂ を 木 材 片 （ 杉 と 桧 の ２ 種 ） 上 に 刷 毛 塗 り し た 後 、 風 乾 １ 時
間 後 １ ４ ０ ℃ で １ 時 間 加 熱 し た 。 塗 装 木 材 は 十 分 な 光 沢 を 保 持 し 、 木 材 本 来 の 色 を 保 持 す
る と 同 時 に 、 十 分 な 被 膜 形 成 性 能 を 示 し た 。
【 ０ ０ ４ １ 】
上 記 Ｓ Ｋ － １ ０ の 酢 酸 水 溶 液 を 同 じ キ ト サ ン 濃 度 に 作 成 し 、 Ｏ Ｈ Ｐ 用 の フ ィ ル ム 上 に 塗 布
し た 後 、 １ 時 間 風 乾 し 、 そ の 後 １ 昼 夜 乾 燥 し た 。 こ の フ ィ ル ム を 用 い て 、 赤 外 吸 収 ス ペ ク
ト ル を 測 定 し た 。 ま た 、 上 記 コ ー テ ィ ン グ 組 成 物 Ｃ を 同 様 に Ｏ Ｈ Ｐ 用 の フ ィ ル ム 上 に 塗 布
し た 後 、 １ 時 間 風 乾 し 、 そ の 後 １ ４ ０ ℃ で １ 時 間 加 熱 乾 燥 し た 。 同 様 に 赤 外 吸 収 ス ペ ク ト
ル を 測 定 し た 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
本 発 明 の コ ー テ ィ ン グ 組 成 物 Ｂ の 赤 外 吸 収 ス ペ ク ト ル に は 、 ア ミ ド の 吸 収 が み ら れ た が 、
Ｓ Ｋ － １ ０ の 酢 酸 水 溶 液 を 風 乾 し た 被 膜 で は ア ミ ド の 吸 収 が み ら れ な か っ た 。 本 発 明 の コ
ー テ ィ ン グ 組 成 物 で は 、 加 熱 に よ り カ ル ボ キ シ ル 基 と ア ミ ン 基 の 間 に 反 応 が お こ り 、 部 分
架 橋 し て い る も の と 考 え ら れ る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
実 施 例 ４
甲 陽 ケ ミ カ ル 製 キ ト サ ン Ｆ Ｍ － ８ ０ を 機 械 的 に 微 粉 砕 し て 得 ら れ る キ ト サ ン 微 粒 子 （ 寸 法
８ ０ メ ッ シ ュ 以 上 、 脱 ア セ チ ル 化 度 ８ ０ ％ ） を 、 コ ハ ク 酸 水 溶 液 に 溶 解 す る こ と に よ り 、
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本 発 明 の コ ー テ ィ ン グ 組 成 物 Ｄ を 調 製 し た 。 こ の コ ー テ ィ ン グ 組 成 物 中 の キ ト サ ン 含 有 濃
度 は 、 該 組 成 物 の 全 重 量 に 対 し ４ ． ０ 重 量 ％ で あ っ た 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
得 ら れ た コ ー テ ィ ン グ 組 成 物 Ｄ を 木 材 片 （ 杉 と 桧 の ２ 種 ） 上 に し ご き 塗 り し た 後 、 風 乾 １
時 間 後 １ ２ ０ ℃ で １ 時 間 加 熱 し た 。 塗 装 木 材 は 十 分 な 光 沢 を 保 持 し 、 木 材 本 来 の 色 を 保 持
す る と 同 時 に 、 十 分 な 被 膜 形 成 性 能 を 示 し た 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
上 記 Ｆ Ｍ － ８ ０ の 酢 酸 水 溶 液 を 同 じ キ ト サ ン 濃 度 に 作 成 し 、 Ｏ Ｈ Ｐ 用 の フ ィ ル ム 上 に 塗 布
し た 後 、 １ 時 間 風 乾 し 、 そ の 後 １ 昼 夜 乾 燥 し た 。 こ の フ ィ ル ム を 用 い て 、 赤 外 吸 収 ス ペ ク
ト ル を 取 っ た 。 ま た 、 上 記 コ ー テ ィ ン グ 組 成 物 Ｃ を 同 様 に Ｏ Ｈ Ｐ 用 の フ ィ ル ム 上 に 塗 布 し
た 後 、 １ 時 間 風 乾 し 、 そ の 後 １ ４ ０ ℃ で １ 時 間 加 熱 乾 燥 し た 。 同 様 に 赤 外 吸 収 ス ペ ク ト ル
を 取 っ た 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
本 発 明 の コ ー テ ィ ン グ 組 成 物 Ｃ の 赤 外 吸 収 ス ペ ク ト ル に は 、 ア ミ ド の 吸 収 が み ら れ た が 、
Ｆ Ｍ － ８ ０ の 酢 酸 水 溶 液 を 風 乾 し た 被 膜 で は ア ミ ド の 吸 収 が み ら れ な か っ た 。 本 発 明 の コ
ー テ ィ ン グ 組 成 物 で は 、 加 熱 に よ り カ ル ボ キ シ ル 基 と ア ミ ン 基 の 間 に 反 応 が お こ り 、 架 橋
し て い る も の と 考 え ら れ る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
【 発 明 の 効 果 】
本 発 明 の コ ー テ ィ ン グ 組 成 物 は 、 安 価 で か つ 容 易 に 入 手 可 能 な 、 天 然 起 源 物 質 で あ る キ ト
サ ン を 使 用 し て い る 。 本 発 明 の コ ー テ ィ ン グ 組 成 物 は 、 自 然 循 環 性 お よ び 環 境 適 合 性 が 高
く 、 し か も 変 色 せ ず に 、 提 供 さ れ た 木 材 加 工 品 の 表 面 の 木 の 風 合 い を 変 化 さ せ な い 、 美 粧
性 目 的 ま た は 表 面 保 護 の た め の コ ー テ ィ ン グ を 提 供 す る 。
本 発 明 の コ ー テ ィ ン グ 組 成 物 に よ れ ば 、 間 伐 材 を 用 い た 場 合 で も 、 従 来 よ り も 容 易 に 高 付
加 価 値 化 さ れ た 合 板 や 集 成 材 が 製 造 で き る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
本 発 明 の コ ー テ ィ ン グ は 、 そ の 使 用 中 に 人 体 に 有 害 な ア レ ル ギ ー 誘 引 物 質 を 放 出 し 難 い こ
と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
本 発 明 に よ れ ば 、 前 記 コ ー テ ィ ン グ で 表 面 が 被 覆 さ れ た 木 材 加 工 品 も 提 供 さ れ る 。 こ の よ
う な 木 材 加 工 品 は 、 優 れ た 表 面 保 護 性 が 得 ら れ る の み な ら ず 、 腐 食 も 防 止 さ れ 、 更 に は 木
の 風 合 い を 保 持 し 得 る 。 そ の た め 、 例 え ば 、 建 物 の 外 装 お よ び 内 装 用 資 材 を 包 含 す る 住 建
築 用 資 材 、 机 な ど の 家 具 類 、 木 の お も ち ゃ 、 楽 器 、 お よ び こ れ ら の 構 成 部 品 な ど に 使 用 で
き る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
加 え て 、 本 発 明 の 木 材 加 工 品 は 、 表 面 コ ー テ ィ ン グ に キ ト サ ン が 含 有 さ れ て い る こ と か ら
、 抗 菌 性 お よ び 環 境 浄 化 作 用 も 有 す る 。 そ の た め 、 本 発 明 の 木 材 加 工 品 は 、 新 生 児 ま た は
幼 児 の た め の お も ち ゃ と し て 、 ま た は 学 校 で 使 用 さ れ る 家 具 や 用 具 と し て 、 さ ら に は 学 校
お よ び 医 療 用 施 設 に お け る 内 装 資 材 と し て も 有 用 で あ る と 考 え ら れ る 。
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